
(1
)

『
八
千
頒
般
若
経
』
第

三
章

の
心
性
本
浄
説

藤

田

正

浩

一

『
八
千
碩
般
若
経
』
に
心
性
本
浄
説
が
説
か
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

は
、
古
く
か
ら
、
西
義
雄
氏
や
勝
又
俊
教
氏
な
ど
を
経
て
現
在
に
至
る

ま
で
、

二
貫
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
心
性
本
浄
説
は
、

心
に
本
性
を
認
め
、
そ
れ
が
光
り
輝
く
も
の
で
あ
り
、
煩

悩

は

一
時

的
、
偶
来

的
な
存
在
に
す
ぎ
な
い
、
と
い
う
考
え
方

で
あ
り
、
後

に
は

こ
の
心
性
本
浄
説
を
核
と
し
て
如
来
蔵
思
想
が
成
立
し
て
い
る
。

一
方

『
般
若
経
』
は

一
切
法
の
空
を
説
く
。
『
八
千
碩
』
第

一
章
に
お

い
て

は
、
空
思
想
は
中
心
で
あ
る
と
は
言
え
ず
、

空
と
い
う
語
自
体
に
関
し

て
言
え
ば
、

五
薙
は
空
で
あ
る
と
考
え
て
修
行
し
て
は
な
ら
な
い
と
さ

(2
)

れ
る
。
し
か
し
こ
れ
は

『
般
若
経
』
独
特

の
逆
説
的
表
現
に
過
ぎ
ず
、

こ
の
部
分

の
主
題
は
無
取
著

om
u
p
ad
a
m

で
あ
る
と
思
わ
れ

る
。
ま

た
、
「
諸
法

は
存
在

な
い
と
い
う
あ
り
方
で
存
在
す
る
」
「
無
自
性
な

(
3
)

る

一
切
法
」
「
五
慈
は
幻
で
あ
る
」
な
ど
と
い
う
叙
述
か
ら
判
断

す

れ

ぽ
、
第

一
章
に
限
定
し
て
も
「

三
切
法
空
」
を
肯
定
し
て
い
る
と
考
え

て
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
煩
悩
は
客
来
で
あ
る
が
心
の

本
性
は
輝
い
て
い
る
と
い
う
立
場
と
、

一
切
法

に
本
性
を
認
め
ず
不
可

得
空
で
あ
る
と
す
る
立
場
と
が
両
立
し
得
る
か
否

か
と
い
う
の
が
、
本

稿

の
主
題
で
あ
る
。

こ
の
点
に
関
し
て
疑
問
を
呈
し
た
の
は
、
筆
者

の
知
る
限
り
で
は
丹

(4
)

治
昭
義
氏
が
最
初
で
あ
る
。
丹
治
氏
は
結
論
と
し
て
「
無
存
在

の
証
明

に
は
な
ら
な
い
と
し
て
も
、
そ
こ
で
の
教
説
の
主
旨
は
心
性
明
浄

の
文

が
な
い
方
が
す

っ
き
り
す
る
し
、
本
来
は
存
在

し
な
か
っ
た
と
い
う
可

能
性
も
無
視
で
き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
と
言
わ
れ
る
。
そ
の
問
題

の
箇
所
は
、
第

一
章

の
冒
頭
近
く
で
あ
る
。

さ
ら
に
ま
た
世
尊
よ
、
般
若
波
羅
蜜
に
お
い
て
実
践
し
つ
つ
あ
り
、
般
若
波

羅
蜜
に
お
い
て
修
習
し
つ
つ
あ
る
菩
薩
大
士
に
よ

っ
て
、
「自
分
は
が

の
菩

提
心
に
よ
っ
て
さ
え
も
学
び
つ
つ
あ
る
と
考
え
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
よ

う
に
学
ば
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
は
な
ぜ
で
あ
る
か
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
そ

の
心
は
非
心
で
あ
り
、
心
の
本
性
は
光
浄
だ
か
ら
で
あ
る

(tpth
a
 hi

(5
)

印
度
學
佛
教
學
研
究
第
三
十
七
巻
第

二
號

昭
和
六
十
三
年
十
二
月
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『
八
千
頒
般
若
経
』
第
一
章
の
心
性
本
浄
説
 
(藤

田
)

と
い
う
ス
ブ

テ
ィ
の
言
葉
が
あ
り
、
最
後
の
句
が
問
題
に
な
る
。

こ
の
部
分
の
漢
訳
は
、
多
く

の
学
者
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
最

古
の
支
婁
迦
識
訳
の

『
道
行
般
若
経
』
に
は
「
無
心
」
を

言

う

だ

け

で
、
「
心
性
本
浄
」

と
い
う
句
は
な
く
、
そ
れ
以
後

の
諸
訳
に
は

二

つ

と
も
揃

っ
て
い
る
。
以
下
、
年
代
順
に
あ
げ
る
こ
と
に
す
る
。

(1)

『道
行
般
若
経
』
、後
漢
・
支
婁
迦
識
訳
、
大
正
八
・
四
二
五
下
。

何
以
故
、
有
心
無
心
。

(2)

『大
明
度
経
』
、呉

・
支
謙
訳
、
大
正
八
・
四
七
八
下
。

所
以
者
何
、
是
意
非
意
、
浄
意
光
明
。

(3)

『摩
詞
般
若
鉛
経
』
、前
秦

・
曇
摩
蝉
共
竺
仏
念
訳
、
大
正
八

・
五
〇
八

下
。

何
以
故
、
心
無
心
、
心
者
浄
。

(4)

『小
品
般
若
波
羅
蜜
経
』
、後
秦

・
鳩
摩
羅
什
訳
、
大
正
八
・
五
三
七
中
。

所
以
者
何
、
是
心
非
心
、
心
相
本
浄
故
。

(5)

『大
般
若
波
羅
蜜
多
経
第
四
会
』
、唐

…
玄
 
訳
、
大
正
七
・
七
六
三
下
。

所
以
者
何
、
心
非
心
性
、
本
性
浄
故
。

(6)

『大
般
若
波
羅
蜜
多
経
第
五
会
』
、唐

・
玄
奨
訳
、
大
正
七
・
八
六
六
上
。

何
以
故
、
是
心
非
心
、
本
性
浄
故
。

(7)

『仏
説
仏
母
出
生
三
法
蔵
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
、宋

・
施
護
訳
、
大
正
八
・

五
八
七
中
。

何
以
故
、
彼
心
非
心
、
心
性
浄
故
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
丹
治
氏
は
「
文
献
の
上
か
ら
は
む
し
ろ
、
本
来
存

在
し
た
こ
と
は
疑
問

の
余
地
が
な
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
」
と
言
わ
れ

る
が
、
筆
者
に
は
、
最
古
の
漢
訳
に
欠
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
重
要

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

二

そ

れ

で

は
以

下

に
、

内

容

か

ら
考

え

て

み

る

こ

と

に

し

た

い
。
「
心

と

は
心

で

は
な

い
」

と

い
う

い
か

に

も

『
般

若

経
』

ら

し

い
句

は
、

心

の
実

在

を
否

定

す

る
意

味

で
あ

り
、

心

の
空

性

を
表

わ

し

て

い

る

と
考

え

ら

れ

る
。

一
方
「

心

の
本

性

は

輝

い

て

い

る
」

と

い

う

句

は
、

こ

の

考

え
方

が

後

に
如

来

蔵

思

想

へ
と

発

展

し

て

い

っ
た

こ
と

か

ら

も

察

せ

ら

れ

る

よ

う

に
、

不
空

な

る
も

の
、

無

為

な

る

も

の
を

意

味

し

て

お

り
、

心

の
本

性

の
実

在

を
表

わ

し

て

い
る

と

考

え

ら

れ

る
。

し

た

が

っ

て
、

丹

治

氏

が

指
摘

さ

れ

て

い
る

よ
う

に
、

こ

の

二

つ

の
句

が

同

一
内

容

を

表

わ

し

て

い
る

と

い
う

こ
と

は
自

明

で
あ

る
と

は
言

え

な

い
。

実

際

に
、

『
八
千

碩

』

に

よ
れ

ば
、

先

程

の
引

用
文

の
直

後

に
続
く

シ

ャ

ー

リ
プ

ト

ラ
と

ス
ブ

ー
テ

ィ
と

の
三

つ
の
問

答

で

は
、
「
非

心

itta
」

と

い
う

こ
と

の

み
が

問

題

と

さ

れ

て

お

り
、

心

性

本

浄

説

に

は
全

く

触

れ

ら
れ

て

は

い
な

い
。

そ

れ

は
次

の
ご

と
く

で
あ

る
。

(1)

そ
こ
で
長
老

シ
ャ
ー
リ
プ

ト
ラ
は
長
老

ス
ブ

ー
テ

ィ
に
次

の
よ
う
に
言

っ

た
。
「
そ
れ

で
は
長
老

ス
ブ

ー
テ

ィ
よ
、

お
よ
そ
非
心
で
あ
る
と

い
う

そ

の
心
は
存
在
す

る
の
で
す

か

(k
im
 p
u
u
g
r
 a
y
u
s
m
gm
 s
u
b
h
d
t
。
as
ti

tpo
 o
kittp
m
 
y
a
o
 o
ig
a
m
 
ao
ittp
m
?
)
」
と
。

こ
の
よ
う
に
言
わ
れ
た
と
き
、
長
老

ス
ブ

ー
テ

ィ
は
長
老

シ
ャ
ー
リ
プ
ト
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ラ
に
次

の
よ
う

に
言

っ
た
。
「
そ
れ
で
は
長
老

シ
ャ
ー
リ
プ
ト
ラ
よ
、
お
よ

そ
非

心
な
る
こ
と
と

い
う

そ
の
こ
と
に
関

し
て
、
存
在
性
と

か
非
存
在

性

と
か
が
、

見

ら
れ

た
り
認
識
さ
れ
た
り
す

る

の

で

す

か

(k
im
 p
u
u
a
r

U
a
s
t
i
t
 
v
a
 
v
i
y
a
t
e
 
v
a
 
U
p
a
b
y
a
t
 
v
a
?
)
」

と
。

(2
)
 
S

.
「
決
し
て
そ
う

で
は
あ
り

ま
せ
ん
、
長
老

ス
ブ

ー
テ
ィ
よ
」
。

S

.
「長
老

シ
ャ
ー
リ
プ
ト
ラ
よ
、
も

し
そ

の
非
心
な
る
こ
と

に
関
し

て
、

存
在
性
と

か
非
存
在

性
と
か
が
、

見

ら
れ
た
り
認
識
さ
れ
た
り

し
な

い
と

す
れ
ば
、

長
老

シ
ャ
ー
リ
プ

ト
ラ
が

『
お
よ
そ
非
心
で
あ

る
と

い
う
そ

の

心

は
存
在
す
る

の
で
す

か
』

と
言

っ
た
そ

の
質
問
は
、
あ
な

た
に
と

っ
て

正
し
い
で
し

ょ
う
か
」
。

(3
)
 
S

.
「そ
れ

で
は
長
老

ス
ブ

ー
テ
ィ
よ
、
非

心
な
る
こ
と
と

は
何

で
し

ょ

う
か
」
。

S

.
「
長
老

シ
ャ
ー
リ
プ

ト
ラ
よ
、
非

心
な
る
こ
と
は
、
変
化

せ

ず
、

分

別
を
離

れ
て
い
る

の

で

す

(
av
ik
a
ra
 a
y
u
s
m
ad
 
a
r
ip
g
r
m
 a
v
ik
a

(6
)

pa
 
oig
ata
.
)
」
。

第

二
の
問
答
で
、

ス
ブ
ー
テ
ィ
は
、

シ
ャ
ー
リ
プ
ト
ラ
の
「
非
心
と

い
う
心
は
存
在
す
る
の
か
」
と
い
う
質
問
は
不
適
当
で
あ
る
、
と
言

っ

て
い
る
。

こ
の
主
張
は
、
go
ig
m
の
説
明
と
し
て
は
明
快
で
あ
る
が
、

自
性
清
浄
心
の
説
明
と
し
て
は
非
常
に
難
解
で
あ
る
。
ま
た
同
じ
く
第

一
章
に
は
、
再
び
非
心
に
つ
い
て
の
同
様
の
問
答
が
繰
り
返
さ
れ
る
も

(7
)

の
の
、
そ

こ
で
も
心
性
本
浄
説
に
は
全
く
触
れ
ら
れ
て
は
い
な
い
。
こ

の
よ
う
に
最
初

の
引
用
部
分
の
主
題
は
」
そ
れ
に
続
く
議
論
を
も
考
慮

に
入
れ
る
と
、
自
性
清
浄
心
で
は
な
く
、
菩
提
心
を
も
含
め
た
心

一
般

が
心
に
非
ざ
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
五
慈
、

一
切
法

や
こ
の
章
の
題
名
と

な

っ
て
い
る

一
切
種
智
や

一
切
智
性
が
不
可
得
空

で
あ
る
こ
と
を
示
す

こ
と
で
あ
る
、
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、
第
三
の
問
答
で
の
「
非
心
な
る

こ
と
は
変
化
し
な

い

a
v
ik
arg
」
と
い
う
ス
ブ
ー
テ
ィ
の
言
葉
が
、
少

し
気
に
な
る
点

で
あ

る
。
と
い
う

の
は
、
a
v
ik
a
ra
は
、
イ
ソ
ド
如
来
蔵
思
想
の
体
系
を
完

成
さ
せ
た
と
言

っ
て
よ
い

『
宝
性
論
』
に
頻
出
す

る
術
語
だ
か
ら
で
あ

(8
)る

。
『宝
性
論
』
に
お
い
て
m
v
ik
arm
は
、
如
来
性

tmt
h
a
g
t
d
t

法
性
r
m
t
a
、

無
為
。
sam
sk
rtm
な
ど
を

説
明
す
る
語
で
あ
り
、

こ
れ
ら
は
い
く
ぶ
ん
形
而
上
学
的
に
実
体
視
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が

っ

て
、
非
心
性
や
空
思
想
と
は
犠
触
す
る
と
思
わ
れ
る
。
唯
識
文
献
で
も

同
様
で
あ
り
、
た
と
え
ば

『
中
辺
分
別
論
』
の
世
親
釈
で
は
、
真
如

・

(9
)

浬
藥

の
説
明
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
漢
訳
を
見
る
と
、

こ
の
第
三
の
問
答
は
、
最
古
の

『
道
行
般
若
』

に
は
欠

け

て

お

り
、

やむ
 

『大
明
度
経
』
に
は
あ
る
が
、
『砂
経
』
で
は
再

び
欠
け
て

い

る
。

二

方
、
非
心
性

の
解
説
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
第

二
問
答
は
、
す
べ
て
の
漢

訳
に
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
『般
若
経
』
の
思
想
と

関

連

の
薄

い
。
v
ik
a
rm
の
部
分
は
、
省
略
し
た
ほ
う
が
、
文
脈
が

ス
ム
ー
ズ

(
11
)

に
流
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
問
答
に
入
る
前
に
、
『
八
千
碩
』
に
よ

れ
ば
、

ス
ブ
ー
テ
ィ
が
「
お
よ
そ
如
来
に
よ
っ
て
法
が
説
か
れ
る
が
、
そ
の
と

『八
千
頚
般
若
経
』
第

一
章
の
心
性
本
浄
説
 
(藤

田
)
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『八
千
頚
般
若
経
』
第
二
章
の
心
性
本
浄
説
 (藤

田
)

き
に
法
の
説
示
を
学
ぶ
者
た
ち
は
、
そ
の
法
性
を
作
証
し
、
記
憶
す
る

(12
)

の
で
す
」

と
言

っ
て
い
る
が
、

こ
の
目
的
語
之
し
て
の
法
性
と
い
う
語

も
、
や
は
り

『
道
行
般
若
』
『大
明
度
経
』
『
砂
経
』

に
は
欠

け

て

い

る
。
「
法
性
」

は

『
八
千
順
』
で
は
第

一
章
だ
け
で
数
回
現
わ
れ

る

に

も
拘
ら
ず
、
『
道
行
般
若
』
に
つ
い
て
の
み
言
え
ぼ
、
「
彼

(菩
薩
大
士
)

は
》
そ
れ
ほ
ど
多
く

の
衆
生
を
般
浬
薬
さ
せ
る
が
、

し
か
も
、
お
よ
そ

般
浬
繋
し
た
衆
生
も
、
そ

の
人
に
よ

っ
て
般
浬
藥
さ
せ
ら
れ
た
人
が
い

(
13
)

る
と
い
う
そ
の
般
浬
葉
さ
せ
た
衆
生
も
、
誰

一
人
い
な
い
の
で
す
」
と

(14
)

い
う
こ
と

に
関
し
て
「
本
無
故
」
と
訳
す
例
が

一
例
あ

る
だ

け

で
、

『
道
行
般
若
』
に
は
、
本
質
、
本
性
を
肯
定
的
に
扱
う
文
章
は
ほ
と
ん

ど
見
ら
れ
な
い
。

三

次
に
心
性
本
浄
説
の
立
場
か
ら
考
え
て
み
た
い
。
筆
者
は
、
心
性
本

浄
説
の
原
型
は
、
諸
学
者
と
同
様
、
パ
ー
リ

『増
支
部
』

の
「
こ
の
心

は
光
浄
で
あ
る
」
と
い
う

一
文

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し

『
増

支
部
』
に
は
「
心
の
本
性
」
と
い
う
概
念
ば
な
く
、

五
世
紀
の
ブ

ッ
ダ

(
15
)

ゴ
ー
サ
の
頃
を
含
め
て
現
在
ま
で
「
心
」
が
「
心

の
本
性
」

へ
改
変
さ

れ
る
こ
と
も
全
く
な
か

っ
た
。
し
た
が

っ
て
筆
者
は
、
本
当
の
意
味
で

の
心
性
本
浄
説
が
説
か
れ
た
の
は
、
部
派
仏
教
の
文
献
か
ら
見
て
、
大

衆
部
が
伝
持
し
た
ア
ー
ガ
マ
で
あ
ろ
う
と
推
定
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

こ
れ

の
み
が
後
世
の
心
性
本
浄
説
の
源
泉
で
あ
り
、
部
派
仏
教
や
大
乗

仏
教
の
文
献
で
の
教
証
は
す
べ
て
こ
こ
か
ら
の
引
用
で
あ

る
と

考

え

る
。

こ
の
と
と
か
ら
、
自
性
清
浄
心
の
「
清
浄
」

の
原
語

は

p
ab
h

mrm
/p
ra
b
a
v
p

以
外
に
は
考
え
ら
れ
な

い
。
部
派
仏
教

の
心
性

本
浄
説
の
文
献
に
は
サ
ソ
ス
ク
リ
ッ
ト
原
典
が
現
存
す
る

も

の

は

な

く
、
『異
部
宗
輪
論
』
に
の
み
チ
ベ

ッ
ト
訳
が
存
在
す
る
の
で
そ

れ

に

(
16
)

よ
る
と
、
ho
d
 

ml
b
m
と
な

っ
て
お
り
原
語

は

pra
b
h
a
v
。
で

あ
る
。
漢
訳
で
は
原
語
が
何
で
あ
る
か
を
決
定

す
る
こ
と
は
不
可
能
で

あ
る
が
、
大
乗
仏
教
の
文
献
に
よ
れ
ば
、
チ
ベ

ッ
ト
訳
で
は
p
r
pb

rm
は
必
ず

h
a
s
a
b
m

と
訳
さ
れ
、
su
d
dh
i
,
 
v
isu
dd
h
i
,
 
P
r
i

su
d
d
i
な
ど
、

su
d
h
か
ら
の
派
生
語
は
必
ず

d
g

p
a
,
 
ru
p
m
 p
mr

d
q
p
p
,
 
y
n
s
s
u
d
p
q
p
と
訳
さ
れ
、

筆
者

の
知
る
限
り
、

例
外

は

一
例
も
な
い
。

こ
の
よ
う
に
自
性
清
浄
心
の
「
清
浄
」

の
原
語
は

p
rah
h
asv

以

外
に
は
な
い
筈
で
あ
る
が
、
大
乗
仏
教
の
中
期
、
す

な

わ

ち

『
勝

壼

経
』
『榜
伽
経
』
『宝

性
論
』
な

ど

に
な

る

と
、
p
rab
h

と

(
17
)

su
dh
系
の
語
と
が
混
同
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
く
る
。
鍮
伽

行

派

の
文
献
で
も
同
様
で
、
こ
れ
ら
に
お
い
て
は
自
性
清
浄
心
の
「
清
浄
」

に
も

su
d
h
系
の
語
が
用
い
ら
れ
て

い

る
。

一
方
、
『
八
千
頚
』
に

は

su
d
ず
系
が
頻
出
す
る
が
、
そ
れ
ら
は
す
べ
て
「
空
」

と
同
義
で

あ
り
、
積
極
的
な
、
光
り
輝
く
と
い
う
意
味
で
は
な

い
。

su
d

系

は
、
仏
教
文
献
以
外
に
お
い
て
も
宗
教
的
な
理
想

の
境
地
を
表
わ
す
も

の
と
し
て
、
広
く
イ
ソ
ド

一
般
に
用
い
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
こ
と
は
原
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始
仏
教

に
も
受
け
継
が
れ
て
い
て
、
浬
架

の
境
地
を
こ
の
語
で
表
現
す

る
こ
と
は
周
知

の
通
り
で
あ
る
。

su
d
h
に
は
余
分
な
も
の
を
取

り

除
く
と
い
う
意
味
が
含
ま
れ
、
仏
教
で
は
そ
め
余
分
な
も
の
と
は
煩
悩

や
不
善
法
、
の
ち
に
は
ア
ー
ト
マ
ン
な
ど
の
こ
と
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

パ
ー
リ

『中
部
』
に
は
「
サ
ー
ラ
樹

の
枝
の
う
ち
、
曲
が

っ
た
り
枯
れ

た
り
し
た
も
の
を
切
り
取

っ
で
外
に
捨
て
、
林
の
中
を
清
浄

に
せ
よ
」
、

(
18
)

「
園
地
で
あ
る
鹿
苑
を
清
浄
に
せ
よ
」
と
い
う
用
例
が
あ
り
、

こ
れ
を

「
林
や
園
地
が
余
分
な
も
の
に
関
し
て
空
で
あ
る
よ
う
に
せ
よ
」
と
い

う
意
味
で

あ
る
と
解
釈
す
れ
ば
、
『
八
千
頚
』
で
su
d
d訂

な
ど
が
空
と

同
義
で
あ

る
と
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
経
緯
が
理
解
し
や
す
い
と
思
わ

れ
る
。
こ
の
よ
う
に

su
d
h
に
は
「
空
」
と

の
共
通
点
を
見
出
せ
る

が
、
p
rab
h
asv
a
rm
は
そ
う
で
は
な
く
、

こ
の
両
者
は
原
始
仏
教
以
来

は
っ
き
り
と
区
別
さ
れ
て
い
る
。
『
八
千
頚
』
に
お
い
て
も
、

su
d
h

系
は

一
切
法
が
主
語
と
な
り
広
範
囲
に
見
ら
れ
る
が
、

p
rg
h
a
sv
m
r

は
心
に
つ
い
て
の
み
二
回
見
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て

『
八

千
頚
』
で
は
、
こ
の
両
者
は
元
々
は
区
別
さ
れ
て

お

り
、
「
空
」

の
同

義
語
と
し
て
の

su
d

系
の
語
し
か
用
い
ら
れ
な
か

っ
た
に
も
拘
ら

ず
、
後
に
な

っ
て
、

ud
h
系
と
混
同
さ
れ
た

p
rmb
h
a
sv
mra
が
空

と
い
う
意
味
と
し
て
ま
ぎ
れ
込
ん
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ

る
の
で
あ

る
。四

(1
)
「心
性
本
浄
」

の

一
文
が
最
古

の

『
道
行
般
若
』

に
欠
け

て
い
る
こ
と
。

(2
)一
切
法

の
自
性
を
否
定
す
る

『
般
若
経
』
と
心

の
本
性
が
光
り
輝
く
と

い

う
考
え
方
と
が
両
立
不
可
能
で
あ

り
、
「
心
性
本
浄
」

の

一
文
が

な

い

ほ

う
が
、

文
章

の
流
れ
が

よ
い
こ
と
。

(3
)如
来
蔵
系

や
唯
識
系

の
経
論
で
、
如
来
性
す
な

わ
ち
仏

性
や
円
成

実
性
を

説
明
す

る
語

で
あ

る

av
ik
a
ra
が

『
道
行
般
若
』
と

『
砂
経

』
に
欠
け
て

い
る
こ
と
。

(4
)『
八
千
順
』
で
は

く
劃

系
の
語
は
空
と
同
じ
意
味
で
一
切
法
に
関
し

て
頻
繁

に
用

い
ら
れ
る
が
、

空

の
意
味
と
し
て
不
適
当
な

p
r
g
b
s
v
a
r
a

は
第

一
章

と
第

一
二
章

の
二
箇
所

で
し
か
使

わ
れ
な

い
。
し

た
が

っ
て
、

『
般
若
経
』
以
外

の
文
献

で

自

と
同
義

と
な
っ
て

い
た

p
ra
b
h
a
s

v
mrm
が
、
空
と
い
う
意
味
と
し
て
『
八
千
頚
』
に
ま
ぎ
れ
込
ん
で
き
た

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
。

と
り
あ
え
ず
以
上
の
四
点
か
ら
、
今
問
題
と
し

た
箇
所
は
、
心

の
不
可

得
空
、

心
が
心
で
な
い
こ
と
を
主
張
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ

っ
て
、
心

性
本
浄
説
の
入
り
込
む
余
地
は
な
い
、
し
た
が

っ
て
「
心
性
本
浄
」

の

部
分
は
後
世
の
付
加
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。

1
 
紙
数
の
関
係
で
本
稿
で
は
す
べ
て
を
論
じ
切
れ
な
か
っ
た
の
で
、
拙
稿

「『八
千
頒
般
若
経
』
の
心
性
本
浄
説
に
つ
い
て
」
(『
プ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ア
』

第
七
六
号
、
早
稲
田
大
学
哲
学
会
、
昭
和
六
四
年
三
月
刊
行
予
定
)
で
補

っ
て
あ
る
。
誠
に
恐
縮
で
あ
る
が
、
こ
の
拙
稿
を
合
わ
せ
て
ご
参
照
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

『
八
千
碩
般
若
経
』
第
二
章
の
心
性
本
浄
説
 
(藤

田
)
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『八
千
頬
般
若
経
』
第

一
章
の
心
性
本
浄
説
 
(藤

田
)

4
「

『
八
千
順
』

に
お
け

る
心
性
本
浄

の
問
題
」

(
『
印
仏
研
』

二
七
-

二
、

昭
和
五
四
)
。

8
 
中
村
瑞
隆

『
蔵
和
対
訳
究
寛

二
乗
宝
性
論
研
究
』
(
昭
和

四

二
)

の
索

引

に
よ
れ
ぽ
、

八
箇
所

に
出
て
く
る
。

因
み
に
漢
訳

は
「

不

可

改

異
」

「
不
変
」
「
不
変

不
異
」

で
あ

る

(勒
那
摩
提
訳
)
。

9
 
第

三
章
第

一
二
偶

に

u
irv
ik
a
r
m
と
あ

り
、
そ

の
釈

で
は

a
v
ik
a
r
a
と

な

っ
て
い
る
。

ad
h
y
a
g
m
v
i
b
h
a
q
a
b
s
y
m
,
 

a
.
 b
y
 

z
m
p

10
 
a
v
ik
a
ra

は
も
う

一
箇
所

『
八
千
碩
』
第

二
六
章

に
も
あ
、

如
来

の

真
如

ta
th
g
l
q
a
t
m
 
t
m
t
t
a

の
説
明
語

に
な

っ
て
い
る
。

こ
ち
ら

の
ほ
う

は

『
道
行
般
若

』
に
も
訳
さ
れ
て
い
る

(A
S
P
.
 p
.
 
1
5
,
 F

N

大

正

八

・
四
五
三
中
)
。

11

『
八
千
頒
』

の
註

釈
書

で
あ

る

ハ
リ
バ
ド

ラ

の

『
現
観
荘
厳

光
明
』

で

は
、
「
非

心
た
る
こ
と

は
、
絶

え
ず
修
習
さ
れ

る
と
、

仏

地
に
お

い

て
、

無
変
化

の
完
成

に
対

し
て
原
因
と
な

る
か
ら

無

変

化

な

の

で

あ

る
」

W
o
q
ih
a
r
,
 8

4

P

-4

)
と
註

釈
さ
れ
て

い
る
が
、
こ

の
よ

う
な
、
結
果
を
先
取

り
し
て
原
因

へ
遡

る
よ
う
な
考

え
方

は
、
『
般
若
経
』

の
註
釈
と

し
て
適
切

で
は
な
い
よ
う

に
思
わ
れ

る
。

14
 
大
正
八

・
四
二
七
下
。

15
 
拙
稿
「
有
分

心
と
自
性
清
浄

心
」

(『
東
洋

の
思
想
と
宗
教

』
第
五
号
、

早
稲
田
大
学
東
洋
哲
学
会
、
階
和
六
三
)
、
六
七
-
六
八
頁
。

17
 

こ
こ
で
問
題
と
な

る
の
は
、
初
期
大
乗

に
属

す
る

『
法
華
経
』

方
便
品

の
 
p
r
gk
r
t
i
s
 
o
m
d
m
a
s
a
 
d
a
p
r
a
b
v
g
r
a

(
そ

し
て
、
諸
法

の
本
性

は
常

に
光
り
輝

い
て

い
る
)
と

い
う

一
文

で
あ

る

(
ケ
ル

ン

・
南

条
本
、

五

三
頁
、

第

一
〇

二
偶
)
。
こ
こ
で
は
自
性
清
浄

心
は
問
題

た

な

っ
て
い
な

い
。
し

か
も
、

羅
什

は
「
法
常
無
性
」

と
訳
し
て

い

ゐ

も

の

の
、
第

一
〇

三
偶
で
は
d
h
m
m
m
-
s
 
U
i
t
y

s
th
ita
,
 
a
k
a
m
p
y
a

と

い
う
語
が
見
ら

れ

る

の

で
、
p
ra
b
h
a
sv
m
r
m
が

「

空
」

の
意

で
あ

る
と

は
考

え
ら
れ
ず
、

『
般
若
経
』
の
用
例
と

同

義

で

は
な

い
。
ま

た
、

こ
こ
で
の
d
r
m
a

は
教
法
と

い
う
意
味

で
あ

ろ
う
か

ら
、
「
仏

の
諸
教
法

の
本
性

は
永
遠

に
輝
く
も

の
で
あ

る
」
と
解

釈

し
、

心
性
本
浄
説
と
も
空
思
想
と
も
直
接

の
関
係

は
な

い
と
考

え
る
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

自
性
清
浄
心
、

空
、

p
rm
b
h
a
sv
a
r
a
、

su
d
h

(早
稲
田
大
学
大
学

院
修

了
)
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